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　総括：血糖管理不良例、腎障害進行例が多数であっ
た一因に、島内で十分な栄養指導やイ導入が困難であ
ることが考えられた。離島では専門医のいる病院での
治療が困難であり、島内での糖尿病療養指導士などス
タッフ充実が必要と考えられた。
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associated　with　the　Metabolic　Syndrome
（内科学第二）
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　背景・目的：霜柱ボリックシンドローム（MetS）で
は炎症や酸化ストレス行進が動脈硬化進展に寄与す
ることが知られている。脂肪肝は、MetSに高頻度に合
併するが脂肪肝自体が心血管リスクであることが最
近の追跡研究で報告されている。脂肪肝の簡便な指標
として血清Alanine　Aminotransferase（ALT）上昇
（＞301U／ml）が知られている。本研究はMetSへの
ALT上昇が血管炎症、酸化ストレスを増大させるか
を断面研究にて検討した。
　方法：日本人中年男性1，483人（平均年齢42±9
歳）を対象にMetS構成危険因子の測定、および炎症、
酸化ストレスの指標としてそれぞれ血中CRP、過酸
化脂質を測定し血中ALTとの関連を検討した。
　成績：ALT上昇は非MetS群（n＝1，347）（24％）に
比べMetS群（n＝136）（63％）で多く認められた。
CRP（1．04±O．05　vs．0．76±0．03　mg／L、〆0．Ol）、過酸
化脂質（0．46±0．02vs．0．40±0．Ol　nmol／ml、p＜0．Ol）は
ALT上昇群（n＝412）でALT非上昇群（n＝1，071）
に比べ有意に高値であった。MetSの構成因子数が増
えるごとにCRP、過酸化脂質値は増加し、さらに
MetS群でもALT上昇合併群ではALT上昇非合併
群に比べ高値であった。さらに多変量解析でALT上
昇はCRP上昇および酸化ストレス上昇は独立した関
連であった。
　結論：ALT上昇はMetSの有無に関わらず、炎症と
酸化ストレスの増加の独立した指標となり、さらに両
者の合併は相加的に炎症と酸化ストレス充進させる
ことが考えられた。
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【背景と目的】　1980年以前より乳幼児の突然死では
種々のウイルスが検出され、18％から39％に認めたと
されている。近年ウイルス同定法は格段に進歩した
が、こういつた手法を用いての突然死での報告はほと
んどなく、またその病態に関するまとまった論文はな
い。今回、小児の突然死におけるウイルス感染と病態
を知るため、来院時心肺停止の小児例において、ウイ
ルス遺伝子の検索を含めウイルス学的・免疫学的な検
討を行った。
【対象および方法】対象となったのは2001年ll月
から2002年12月の期間の来院時心肺停止例を対象
とした。ウイルス陽性例では可能な限り、病理像の検
討と来院時の血清を用いて、IL－6、　IL－8、　IL－10、可溶
性TNFRl、可溶性IL－2受容体、　TNF一αをELISA
キットで測定した。また、組織ならびに髄液などの材
料からウイルス遺伝子の検出と炎症性サイトカイン
のmRNAレベルでの発現を計測した。さらにウイル
ス関連致死遺伝子に関してもご家族の同意が得られ
た患者において行った。
【結果】陽性例4例はすべて男児で、ウイルス学的検
討では3例でエンテロウイルスが陽性、1例でパライ
ンフルエンザウイルスが陽性であった。組織学的検査
では種々の臓器で血球貧食像を認め、血液学的には
フェリチンやIL－6、可溶性IL－2受容体高値が認めら
れ、ウイルス感染血球倉食症候群が病態の主であるこ
とが考えられた。ウイルス関連致死遺伝子の1つであ
るSAPを直接塩基配列にて検討したが3例とも変異
は認めなかった。
【考察】　ウイルスが検出される突然死小児例は圧倒
的に男児例に多く、遺伝的要因が考えられた。SAP遺
伝子の変異が認められなかったことから、こういつた
患者においてはSAP以外の何らかの免疫学的異常が
背景にあり、ウイルス感染後、血球三食症候群が起こ
り急死することが機序として考えられた。
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